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      デ リス根の有敷成分定量に關する研究
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       デリス乾燥根の水抽出液に野する各種防腐剤の影響
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 余等は前報迄悌'のにデ リス根の水抽 出液の攣質に就て種 々研究 して來たので あるが,デ リス

乾燥根の水抽掛液 は防腐剤を加へて暗所に保存すれば相當長期(4ケ 月)に 亙つても有敷成分

の減少を來 す事が少い事が判つた.然 し乍ち防腐D目 的に使用されるものには種(づ)あ々 り,此 の

中6化 學的活性基 宝有つた化學反懸を起 し易V・ものはRotenOnの 様な攣質 を起 し易、・・物と混用

する事は却つて悪影響1)あ る事は容易に推察 される.

 本實験では所謂防腐剤 と稻せられてゐるもの或は防腐の数力あるものでデ リス乾燥根の水抽

出液を防腐してRotenonの 攣質防必の敷力の有無を比較研究した.

               賓      験

 ヂ リス根抽出液 はデ リス乾燥根の粗砕した もの1・Okgを 用ぴ前報ωに報告 した と同様の方法

で乳濁液綺20Lを 得,良 く撹拝 混合均一として試料 とした.

 防腐剤としては石炭酸,サ リシル酸,ク レゾ・一ル)ベ ンゾール,ト ルオール)羊 ン・・一一ル,

石油及びホルマ リン(局 方)の8種 を用ひた・

 試料⑩00,09を1L容 瓶に入れ,之 に上記各種の防腐剤59を 加へ良 く振盈 して300 i亘溜槽中に保

存 し次表、こ示 した期 日に各1瓶 を取つて分析 した,分 析法 も第5報 ωに報告した と同一の方法

を採用 した.分 析の結果を表 示すると次の嫌である.

 此の表で判 る様に3ケ 月経過 しても何れも相當の有敷結晶 と有つてゐるがサル シル酸を添加

した もの丈 ナは防腐剤 を添加 しない ものに比して却つて甚 しく悪V・・防腐剤 としてほ石油,キ

シロール,ベ ンゾール及び トルオ ールの様な化學的活性基 を有(し)つてゐなV・ものが良 く,サ リシ

ル酸,石 炭酸等の活性基 を有 するものは良 くなV・・非結晶性物の色はサ リ言ル酸 を加へた もの

及び防腐剤を加へなv・ものは何れ も濃赤褐色で,石 炭酸及びクレゾールを加へた ものは赤褐色

を呈 し,他 のものは何れ も責褐色であつたがホルマ リンを加へたものは最 も淡V・・

 此の實験 を更に3ケ 月樋綾 して分析した結果は第2表 の檬 であつた・         7

 ・印 を附 した ものは黄 色を呈してゐたために酒精から脆色再結 した結果石炭酸,サ リシ」酸'

                   (63)
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及び ク レゾール を添 加 した物 は矢張 り黄 色 を呈 してゐたが融窯 は夫 々160～163`1,157～16σ 吸

ぴ155～175。 でRotenonに 近V・ものが 多V・.キ シロールか らの物 は徴 量 のDehydro化 合 物(分

解鮎220～230。)が 混在 して居たが大部分 は眞正 のRotenonで あ つた.鱒 印 は上述 の様 に結晶

Rotenon部 が不純 で あるために,正 確に全有敷結 晶が求 められ なV・か ら,結 晶Rotenon部 を假

に眞 正の結晶Rotenonと 考 へて算 出 した籔値 で ある.從 つて眞 の全有敷結 晶量 は之 よ り小で あ

るべ きであ る・

          .       第  1  表
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                 第   2  衷       、

 此 の 表 に依 つて見 て も防腐剤 として有妓 な物 は石油,ベ ンゾール)キ シ 冒一ル及 び オール等

で石炭酸,'サ リシル酸 及び クレゾール等 の檬 なPheno1性 の 活性基 を有 つた物 はRotenoidの

様 な酸化 され易V・物 質の攣 質 を促進 する.ホ ル マ リンは極 めて強V・化學 的活性淺 基 を有つ た物

質{3は あ るが其 の性質 は上 記phenol類 と大V・に異つて還 元的 に作 用 するのでRotenoidの 様

                    (64)   '
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な酸 化 し易 い もの にな却 つ て良V・結果 を與 へ るもの と考へ られ る.非 結 晶性物 の色 はク レゾー

ル を加 へた ものは防腐劃 七加へなV・ ものとは最 も濃 ・・赤褐 色 を,石 炭酸,サ リシル酸,ベ ンゾ

-ル
,ト ルオ ーノレ,キ-シ ロール を加 へた もの は赤褐 色 を,呈 して ゐたが,石 油及び ホルマ リン

を加 へた ものは黄 色 を呈 して ゐた.

                要      約

 1・ 本 報 では デ リス乾 燥根 δ水抽 出液:こ封 して各種 防腐剤 が其 の攣質 に如何 に影響 を及すか

  に就 い て研究 した,         '

 2・ 防 腐 剤 として石油,ベ ンゾール,キ シ ロドル及び トルオールの檬 な化學的 に不活 性な物

  は良 く,石 炭酸,サ リシル酸 及び クレ ゾール等 の様 な化 學的 活性 な ものは良 くなV・.

 3.實 際 農家 等で は石 油で防腐 して,成 る可 く冷暗所 に保存 するのが最 も良 く斯 くすれば6

  ケ 月位 は有 数成分 に大(も)(ゴ)きな壁化 なしに貯藏 出來 るもの と考へ らψ.る.
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